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図１　70 歳以上の人の自己負担限度額

図２　多数回該当の引き継ぎの事例

○これまで

例：70 歳以上　区分Ⅱ（個人ごと［外来のみ］）
　　平成 30 年５月途中に市町村間異動した場合
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○平成 30 年４月診療分から

図３　市町村間異動月の自己負担限度額

高
額
療
養
費
制
度
が

変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
制
度
の
変
更

　

高
額
療
養
費
制
度
は
、
１
カ
月
（
月

の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
）の
医
療
費（
保

険
診
療
分
）
が
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
超
過
額
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

自
己
負
担
限
度
額
が

一
部
変
更

　

70
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
限
度
額

が
、
８
月
診
療
分
か
ら
一
部
変
更
に
な

り
ま
す
。（
図
１
）

　

区
分
が
「
一
般
」
の
個
人
ご
と
［
外

来
の
み
］
に
該
当
す
る
人
の
自
己
負
担

限
度
額
が
１
万
４
０
０
０
円
か
ら
１
万

８
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、

「
現
役
並
み
所
得
者
」
が
３
段
階
に
分

け
ら
れ
、
個
人
ご
と
［
外
来
の
み
］
の

自
己
負
担
限
度
額
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

現
役
並
み
所
得
者（
３
割
負
担
）の
人
の

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の

人
は
、
高
齢
受
給
者
証
を
医
療
機
関
な

ど
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓
口
で

の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
制
度
改

正
に
よ
り
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の
区

分
が
細
分
化
さ
れ
た
た
め
、「
現
役
並

み
所
得
者
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ
」
の
人
に
つ
い

て
は
、
窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
す
る
場
合
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」（
以
下
、
認
定
証
）
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。（「
現
役
並
み
所
得
者
Ⅲ
」
の
人
は

高
齢
受
給
者
証
の
提
示
の
み
）

　

認
定
証
は
国
保
課
の
窓
口
で
交
付
し

て
い
る
の
で
、
高
額
な
診
療
を
受
け
る

場
合
は
、
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

年
間
上
限
額
を
超
え
た
人
に
は

　

区
分
が
「
一
般
」
の
人
の
う
ち
、
平

成
29
年
８
月
か
ら
平
成
30
年
７
月
診
療

分
の
医
療
費
が
年
間
上
限
額
14
万
４
０

０
０
円
を
超
え
た
人
に
対
し
、
支
給
申

請
の
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
診
療
分
か
ら
の
北
海

道
内
の
市
町
村
間
異
動
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営

が
都
道
府
県
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
伴
い
、
道
内
の
別
の
市
町
村
か
ら

転
居
し
、
世
帯
の
継
続
性
が
保
た
れ
て

い
る
場
合
（
世
帯
構
成
に
変
更
が
な
い

な
ど
）、「
高
額
療
養
費
該
当
回
数
の
引

き
継
ぎ
」
や
「
住
所
異
動
月
に
お
け
る

自
己
負
担
限
度
額
」
の
取
り
扱
い
が
一

部
変
更
と
な
り
ま
す
。

多
数
回
該
当
の
引
き
継
ぎ

　

高
額
療
養
費
の
該
当
回
数
（
70
歳
以

上
の
個
人
ご
と
［
外
来
］
の
み
の
高
額

療
養
費
は
除
く
）
が
過
去
12
カ
月
で
４

回
以
上
に
な
る
場
合
（
多
数
回
該
当
）、

自
己
負
担
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
高
額
療
養
費
の
該
当
回

数
は
保
険
者
（
健
康
保
険
の
主
体
）
ご

と
だ
っ
た
た
め
、
別
の
市
町
村
に
転
居

す
る
と
、
該
当
回
数
は
引
き
継
が
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
運
営
体
制
変
更
後
（
平
成

30
年
４
月
診
療
分
）
か
ら
は
、
道
内
の

別
の
市
町
村
へ
の
転
居
で
あ
れ
ば
、
高

額
療
養
費
の
該
当
回
数
が
引
き
継
が
れ
、

通
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
図
２
）

市
町
村
間
異
動
月
の
自
己
負
担
限
度
額

に
つ
い
て

　

自
己
負
担
限
度
額
は
保
険
者
ご
と
で

適
用
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
月
の
途

中
で
別
の
市
町
村
へ
の
住
所
異
動
を
し

た
場
合
、
転
出
前
後
の
市
町
村
で
、
そ

れ
ぞ
れ
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
負
担

が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
運

営
体
制
変
更
後
は
道
内
の
別
の
市
町
村

へ
の
転
居
の
場
合
、
異
動
月
の
自
己
負

担
限
度
額
が
転
居
前
後
の
市
町
村
で
そ

れ
ぞ
れ
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。（
図

３
）

　

さ
ら
に
、
69
歳
以
下
の
人
の
合
算
対

象
基
準
額
（
２
万
１
０
０
０
円
）
に
つ

い
て
も
２
分
の
１
（
１
万
５
０
０
円
）

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医

療
に
移
行
す
る
場
合
の
自
己
負
担
限
度

額
は
、
国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療
そ
れ

ぞ
れ
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
が
、
75
歳

到
達
月
の
途
中
に
市
町
村
間
異
動
を
す

る
場
合
は
、
転
出
前
後
の
市
町
村
で
そ

れ
ぞ
れ
４
分
の
１
の
自
己
負
担
限
度
額

と
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
支
給
申
請
の

勧
奨
通
知
を
送
付

　

８
月
診
療
分
か
ら
、
医
療
機
関
よ
り

請
求
の
あ
っ
た
診
療
報
酬
明
細
書
に
基

づ
き
、
高
額
療
養
費
の
支
給
見
込
み
額

が
１
０
０
０
円
を
超
え
る
世
帯
に
対
し

て
、
高
額
療
養
費
支
給
申
請
の
勧
奨
通

知
を
送
付
し
ま
す
。

　

送
付
時
期
は
診
療
月
の
３
カ
月
後
を

予
定
し
て
い
ま
す
。（
11
月
か
ら
送
付

開
始
予
定
）

【
70
歳
以
上
の
人
】

　

該
当
の
世
帯
に
は
、
申
請
書
を
兼
ね

た
通
知
を
送
付
す
る
の
で
、
必
要
事
項

に
記
入
・
押
印
し
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
す
る
こ
と
で
、
高
額
療
養
費

の
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
69
歳
以
下
の
人
】

　

該
当
の
世
帯
に
は
お
知
ら
せ
を
送
付

す
る
の
で
、
領
収
書
な
ど
を
持
参
し
、

国
保
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
診
療
報
酬
明
細
書
の
内
容
や

請
求
時
期
な
ど
に
よ
り
、
勧
奨
通
知
が

送
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
領

収
書
の
金
額
か
ら
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
国
保
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

国
保
課
給
付
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
限
度
額
の
一
部
変
更
や
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交

付
対
象
の
拡
大
、
都
道
府
県
単
位
化
に
よ
る
制
度
の
改
正
の
ほ
か
、
高
額
療
養
費
の
申
請
勧
奨
の
取
り
扱
い
を
変
更
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

全員
対象

70歳
以上

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月

高額療養費該当回数 １回目 ２回目 ３回目 １回目 ２回目 ３回目 ４回目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月

高額療養費該当回数 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 ７回目

北海道内の他市町村から
転居した場合

同月内に３市町村を異動した場合でも、自己負担限度額はそれぞれ２分の１になります。

「現役並み所得者」は、平成30年８月診療分より、下記の通り細分化されます。
　「現役Ⅲ」：課税標準額が690万円以上　「現役Ⅱ」：課税標準額が380万円以上
　「現役Ⅰ」：課税標準額が145万円以上
・現役Ⅰ・Ⅱ・Ⅲと同世帯にいる70歳以上の被保険者も同じ区分になります。
「一般」　　住民税課税世帯で現役Ⅰ・Ⅱ・Ⅲに該当しない人
「区分Ⅱ」　世帯主と国保加入者全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない人
「区分Ⅰ」　世帯主と国保加入者全員が住民税非課税であり、各世帯員の所得が必要経費・控除（年金の所
　　　　　得は控除額を80万円として計算）を差し引いたときに０円となる世帯の人
※１  多数回該当限度額　高額療養費の支給が過去12カ月以内に４回以上になったときの自己負担限度額
※２  年間上限額　１年間（８月１日から翌年７月31日まで）の外来（一般区分）の自己負担限度額合計の限度額

平成 29 年８月から平成 30 年７月診療分まで

区　分 世帯ごと
［入院と外来］

個人ごと
［外来のみ］

現役並み
所得者 ５万7600円

８万100円＋（総医療費
－26万7000円）×１％

［多数回該当限度額※１

４万4400円］

一　般
１万4000円

［年間上限額※２

14万4000円］

５万7600円
［多数回該当限度額※１

４万4400円］
住民税
非課税

区分Ⅱ 8000円 ２万4600円
区分Ⅰ 8000円 １万5000円

平成 30 年８月診療分から

世帯ごと
［入院と外来］

個人ごと
［外来のみ］
現
役
Ⅲ

25万2600円＋（総医療費
－84万2000円）×１％

［多数回該当限度額※１14万100円］
現
役
Ⅱ

16万7400円＋（総医療費
－55万8000円）×１％

［多数回該当限度額※１９万3000円］
現
役
Ⅰ

8万100円＋（総医療費
－26万7000円）×１％

［多数回該当限度額※１４万4400円］
１万8000円

［年間上限額※２

14万4000円］

５万7600円
［多数回該当限度額※１

４万4400円］
8000円 ２万4600円
8000円 １万5000円

細
分
化


